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1 まえがき 
66 kV 以上の電力ケーブルは，時代の変遷に伴い OF，CV などが使用されてきているが，これらケーブルに

はそれぞれ特徴があり，その使用において注意すべきことも異なっている。使用方法を誤ることにより，さま

ざまなトラブルを生じることが想定され，実際にトラブルを生じた事例も確認されている。 

本技術資料は，66 kV 以上の電力ケーブルの施工計画から撤去・再使用に至る各段階における正しい方法，

悪い事例，悪い事例により生じるトラブル，更にその後に予測されるトラブルを示すものである。本技術資料

を参考にしていただき，66 kV 以上の電力ケーブルにおけるトラブルが回避されれば幸いである。 

 

2 トラブル事例の分類 
トラブル事例は，以下に示す各段階に分類した。 

 

分類No. 段  階 トラブル事例数 ページ 

1 電線路の計画 12 2 ～ 3 

2 運搬 5 4 

3 保管 6 5 

4 工事 17 6 ～ 8 

5 使用 20 9 ～ 13 

6 撤去・再使用 2 14 

 

 



 
 

66
 k

V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事

例
 

分
類
：

1（
電
線
路
の
計
画
）
 

 
 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
用
の
管
路
防
水
装
置
の
材
質
は
，
 

非
磁
性
体
（

FR
P
等
）
と
す
る
。
 

鉄
製
の
管
路
口
防
水
装
置
を
使
用
し
た
。
 

管
路
口
防
水
装
置
が
発
熱
し
た
。
 

ビ
ニ
ル
シ
ー
ス
の
軟
化
に
よ
る
 

変
形
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

管
路
布
設
部
の
ル
ー
ト
を
決
め
る
際
は
，
事
前
調
査
を
 

行
い
，
近
く
に
熱
パ
イ
プ
が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ル
ー
ト
調
査
が
不
十
分
で
，
近
く
に
熱
パ
イ
プ

が
あ
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
シ
ー
ス
及
び
絶
縁
体

が
軟
化
変
形
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
軟
化
変
形
に
よ
る
 

絶
縁
破
壊
事
故
が
発
生
 

3 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

白
蟻
な
ど
の
食
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
で
は
，
 

ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
に
防
蟻
対
策
を
施
す
。
 

白
蟻
な
ど
の
食
害
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
で
 

ケ
ー
ブ
ル
に
防
蟻
対
策
を
施
さ
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
を
か
じ
ら
れ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
浸
水
 

白
蟻
な
ど
の
食
害
に
よ
る
 

ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
破
壊
 

4 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

管
路
に
使
用
す
る
管
に
は
，
非
磁
性
の
パ
イ
プ
を
使
用
 

す
る
。
 

磁
性
パ
イ
プ
，
磁
性
構
造
物
（
鋳
鉄
管
，
鉄
骨

な
ど
）
で
ケ
ー
ブ
ル
周
囲
を
囲
む
。
 

鋳
鉄
管
に

1
孔

1
条
布
設
し
，
 

所
要
電
流
を
確
保
で
き
な
い
。
 

磁
性
パ
イ
プ
の
発
熱
に
よ
る
 

ケ
ー
ブ
ル
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
 

5 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

管
路
に
使
用
す
る
管
に
は
，
非
磁
性
の
パ
イ
プ
を
使
用
 

す
る
。
 

大
導
体
サ
イ
ズ
ケ
ー
ブ
ル
を
磁
性
パ
イ
プ
 

（
鋳
鉄
管
な
ど
）
に

1
孔

3
条
布
設
す
る
。
 

鋳
鉄
管
に
大
導
体
サ
イ
ズ
の
 

ケ
ー
ブ
ル
を

1
孔

3
条
布
設
に
 

し
て
所
要
電
流
の
確
保
が
 

で
き
な
い
。
 

磁
性
パ
イ
プ
の
発
熱
に
よ
る
 

ケ
ー
ブ
ル
の
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
 

6 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

管
路
，
直
埋
布
設
区
間
に
お
い
て
，
他
の
ケ
ー
ブ
ル
が
 

布
設
さ
れ
て
い
る
場
合
は
，
他
の
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流

も
含
め
て
検
討
を
行
う
。
 

同
一
断
面
上
に
他
の
ケ
ー
ブ
ル
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
対
象
ケ
ー
ブ
ル
の
許
容
電
流
の
み
を

検
討
す
る
。
 

－
 

布
設
ケ
ー
ブ
ル
相
互
の
熱
干
渉
に

よ
る
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
 

7 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

適
切
な
熱
伸
縮
対
策
を
施
す
。（

ス
ネ
ー
ク
布
設
）
 

長
距
離
の
直
線
布
設
を
行
い
，
数

m
間
隔
で
 

ク
リ
ー
ト
を
固
定
し
た
。
 

ク
リ
ー
ト
が
ず
れ
て
ケ
ー
ブ
ル
が

座
屈
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
座
屈
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

8 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

受
金
物
等
に
非
磁
性
体
を
用
い
る
。
 

2 
00

0 
m

m
2
の
大
サ
イ
ズ
ケ
ー
ブ
ル
の
受
金
物
に

鉄
を
使
用
し
た
。
 

受
金
物
が
発
熱
し
た
。
 

シ
ー
ス
変
形
 

作
業
員
の
火
傷
 

9 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

許
容
曲
げ
半
径
を
満
足
す
る
十
分
な
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
 

確
保
す
る
。
 

端
末
架
台
下
部
に
許
容
曲
げ
半
径
ぎ
り
ぎ
り
の

空
間
し
か
な
か
っ
た
。
 

作
業
時
に
許
容
曲
げ
半
径
を
 

割
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
座
屈
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

2 



 
  

 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

10
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
布
設
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
場
合
に
干
渉
物
が
 

な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
 

ケ
ー
ブ
ル
布
設
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
場
合

に
 

計
画
時
の
他
の
工
事
計
画
や
現
場
の
周
囲

状
況

を
確
認
せ
ず
，
ル
ー
ト
構
築
を
し
て
し
ま

う
。
 

・
工
事
着
手
時
に
客
先
で
選
定
し

た
ル
ー
ト
に
別
の
物
が
配
置
さ
れ

て
お
り
，
ケ
ー
ブ
ル
が
通
線
で
き

な
い
。
 

・
無
理
や
り
延
線
し
，
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ス
な
ど
に
損
傷
を
与
え
る
。
 

・
ケ
ー
ブ
ル
布
設
ル
ー
ト
を
別
途
 

検
討
し
直
す
た
め
，
工
期
遅
延
と

な
る
。
 

11
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
 

・
布
設
環
境
（
水
没
有
，
水
質
影
響
，
化
学
物
質
 

影
響
）
に
適
合
す
る
品
種
の
ケ
ー
ブ
ル
を
選
定
す
る
。
 

布
設
環
境
を
確
認
せ
ず
に
ケ
ー
ブ
ル
品
種
を
 

選
定
す
る
。
な
ど
 

ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
に
膨
潤
お
よ
び

亀
裂
が
発
生
し
，
徐
々
に
 

ケ
ー
ブ
ル
内
部
へ
の
浸
水
が
進
行

す
る
。
 

経
年
使
用
後
，
場
合
に
よ
っ
て
は
 

期
待
寿
命
未
満
で
ケ
ー
ブ
ル
が
 

絶
縁
破
壊
し
て
し
ま
う
。
 

12
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

あ
ら
か
じ
め
波
乗
り
や
滑
落
有
無
を
確
認
し
，
必
要
な

M
H
寸
法
の
確
保
と
適
切

な
拘
束
装
置
の
選
定
を
 

行
う
。
 

ル
ー
ト
状
況
・
布
設
環
境
を
考
慮
せ
ず
に

，

M
H
寸
法
を
決
定
し
た
 

ケ
ー
ブ
ル
が
軟
弱
地
盤
・
傾
斜
地

に
布
設
さ
れ
，
管
路
内
の
 

ケ
ー
ブ
ル
に
波
乗
り
や
滑
落
に
 

よ
る
移
動
が
生
じ
る
。
 

・
ケ
ー
ブ
ル
波
乗
り
ま
た
は
滑
落

現
象
が
発
生
し
，

M
H
に
 

ケ
ー
ブ
ル
が
伸
び
だ
し
，
許
容
 

半
径
を
割
り
込
む
。
 

・
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
不
具
合
を
 

生
じ
る
。
 

13
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
ル
ー
ト
構
築
に
当
た
り
、
ケ
ー
ブ
ル
接
続
部

 

の
接
続
作
業
に
必
要
な
施
工
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 

 詳
細
は
、
日
本
電
線
工
業
会

 技
術
資
料

 技
資

12
9
号

「
ス
リ
ッ
プ
オ
ン
タ
イ
プ
終
端
箱
の
施
工
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
の
技
術
資
料
」
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。
 

土
木
工
事
な
ど
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
目
的
と
し

て
、
ケ
ー
ブ
ル
終
端
箱
の
直
下
部
分
を
ピ
ッ
ト

で
は
な
く
、
管
路
で
立
ち
上
げ
る
事
例
が
あ

り
、
十
分
な
施
工
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
て

 

い
な
い
。
 

差
し
込
み
式
終
端
接
続
部
な
ど
で

は
ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
戻
し
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
際
に
ケ
ー
ブ
ル
許

容
曲
げ
半
径
を
確
保
で
き
な
い
。
 

・
ケ
ー
ブ
ル
工
事
の
工
期
が

 

遅
れ
て
し
ま
う
。

 

・
ケ
ー
ブ
ル
の
引
き
戻
し
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
た
め
の
ピ
ッ
ト
再

構
築
な
ど
の
土
木
工
事
が
発
生
。
 

3 



 
 

66
 k

V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事

例
 

分
類
：

2（
運
搬
）
 

 
 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

良
品
撤
去
時
に
お
け
る
ケ
ー
ブ
ル
巻
取
作
業
時
な
ど
 

で
は
，
ド
ラ
ム
の
つ
ば
内
壁
（
ケ
ー
ブ
ル
当
り
面
）
に
 

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
取
り
付
け
る
。
 

・
ド
ラ
ム
の
つ
ば
内
壁
（
ケ
ー
ブ
ル
当
り
面
）

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
取
り
付
け
な
か
っ
た
。
 

・
ド
ラ
ム
の
つ
ば
内
壁
（
ケ
ー
ブ
ル
当
り
面
）

に
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
を
取
り
付
け
た
も
の
の
 

ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
へ
た
り
や
脱
落
が
あ
っ
た
。
 

ク
ッ
シ
ョ
ン
機
能
（
養
生
）
不
十
分
に

よ
り
，
シ
ー
ス
に
へ
こ
み
等
の
損
傷
が

発
生
し
た
。
 

シ
ー
ス
厚
さ
の
減
少
に
伴
う
 

絶
縁
性
能
の
低
下
に
よ
り
シ
ー
ス
が

絶
縁
破
壊
を
起
こ
す
。
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

良
品
撤
去
時
の
ド
ラ
ム
に
は
，
ケ
ー
ブ
ル
を
密
着
さ
せ

て
巻
く
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
巻
き
方
が
悪
く
，
巻
取
後
に
 

た
る
み
が
発
生
し
た
。
 

ド
ラ
ム
輸
送
中
に
た
る
み
が
発
生
し
，

ト
レ
ー
ラ
ー
床
面
と
こ
す
れ
，
シ
ー
ス

に
す
れ
傷
が
発
生
し
た
。
 

シ
ー
ス
厚
さ
の
減
少
に
伴
う
 

絶
縁
性
能
の
低
下
に
よ
り
シ
ー
ス
が

絶
縁
破
壊
を
起
こ
す
。
 

3 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

出
荷
ド
ラ
ム
巻
き
の
最
外
層
ケ
ー
ブ
ル
と
鍔
面
の
 

ク
リ
ア
ラ
ン
ス
が
小
さ
い
場
合
に
は
，
布
設
時
の
巻
き
 

緩
み
で
荷
台
に
擦
れ
て
外
傷
し
な
い
よ
う
に
，
荷
台
に
 

シ
ー
ト
を
敷
く
等
の
養
生
を
す
る
。
 

延
線
中
な
ど
布
設
時
の
巻
き
緩
み
で
ケ
ー
ブ
ル

が
荷
台
に
擦
ら
れ
た
。
 

緩
ん
だ
ケ
ー
ブ
ル
が
布
設
中
に
荷
台
に

擦
れ
て
，
シ
ー
ス
に
外
傷
が
発
生
 

し
た
。
 

シ
ー
ス
外
傷
に
気
付
か
ず
そ
の
ま
ま

布
設
さ
れ
，
シ
ー
ス
絶
縁
抵
抗
不
良

と
な
る
。
 

4 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

2
階
以
上
か
ら
の
延
線
と
な
る
場
合
に
は
搬
入
手
段
や

搬
入
経
路
に
問
題
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
出
荷
 

ド
ラ
ム
の
サ
イ
ズ
を
選
定
す
る
。（

特
に
ビ
ル
内
布
設
で
 

2
階
以
上
の
場
合
は
搬
入
手
段
の
制
約
や
搬
入
経
路
が
 

狭
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
）
 

事
前
に
客
先
へ
搬
入
手
段
や
搬
入
経
路
の
制
約

状
況
を
十
分
確
認
せ
ず
，
必
要
数
量
巻
け
る
 

出
荷
ド
ラ
ム
サ
イ
ズ
を
選
定
す
る
。
 

2
階
以
上
の
上
層
階
へ
搬
入
す
る
場
合

に
，
搬
入
手
段
が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
し
か

な
く
，
出
荷
ド
ラ
ム
が
入
ら
な
い
。
 

ま
た
は
搬
入
す
る
室
内
の
扉
が
小
さ
く

出
荷
ド
ラ
ム
が
入
ら
な
い
。
 

建
屋
内
の
壁
を
壊
し
て
搬
入
す
る
。
 

出
荷
ケ
ー
ブ
ル
を
返
送
し
て
 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
寸
法
や
室
内
の
 

扉
寸
法
未
満
に
収
ま
る
特
殊
サ
イ
ズ

の
ド
ラ
ム
を
別
途
手
配
す
る
必
要
 

あ
り
。
 

５
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

（
付
属
品
）
 

大
型
エ
ポ
キ
シ
製
品
（
終
端
接
続
部
等
）
の
運
搬
時
に

は
振
動
・
衝
撃
に
対
す
る
適
切
な
防
御
を
す
る
。
 

適
切
な
養
生
を
し
な
か
っ
た
。
 

振
動
の
管
理
を
怠
っ
た
。
 

大
型
エ
ポ
キ
シ
製
品
に
亀
裂
が
 

生
じ
る
。
 

大
型
エ
ポ
キ
シ
製
品
の
絶
縁
破
壊
 

4 



 
 

66
 k

V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事

例
 

分
類
：

3（
保
管
）
 

 
 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
定
期
的
に
補
償
用
タ
ン
ク

を
点
検
し
，
圧
力
を
調
整
 

す
る
。
 

補
償
用
タ
ン
ク
の
定
期
的
な
圧
力
点
検
を
実
施

せ
ず
。
そ
の
結
果
，
圧
力
調
整
が
必
要
な
 

場
合
に
も
気
づ
か
ず
調
整
を
行
わ
な
か
っ
た
。
 

夏
場
，
過
圧
状
態
と
な
っ
て
 

し
ま
っ
た
。
 

夏
場
，
過
圧
状
態
，
冬
場
負
圧

状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

切
り
出
し
後
の
残
ケ
ー
ブ
ル
で
は
プ
ー
リ
ン
グ
ア
イ
の
 

端
末
処
理
（
水
分
侵
入
防
止
）
を
確
実
に
行
う
。
 

プ
ー
リ
ン
グ
ア
イ
の
端
末
処
理
（
水
分
侵
入
 

防
止
対
策
）
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
 

－
 

プ
ー
リ
ン
グ
ア
イ
か
ら
の
水
分

侵
入
に
よ
る
絶
縁
不
良
 

3 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
端
末
に
は
，
確
実
な
防
水
処
理
を
施
す
。
 

端
末
防
水
キ
ャ
ッ
プ
の
シ
ー
ル
不
良
が
 

あ
っ
た
。（

防
水
テ
ー
プ
巻
不
十
分

）
 

ケ
ー
ブ
ル
内
に
雨
水
が
侵
入
 

し
た
。
 

絶
縁
体
中
へ
水
分
侵
入
に
伴
う

絶
縁
性
能
の
低
下
に
よ
る
絶
縁

破
壊
を
起
こ
す
。
 

4 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

連
続
し
た
パ
ス
の
な
い
鉛
工
施
工
を
行
う
。
 

鉛
工
不
良
に
よ
る
漏
油
パ
ス
を
形
成
し
た
。
 

端
末
よ
り
油
漏
れ
が
発
生
し

た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
近
傍
で
の
油
汚
染
 

発
生
 

温
度
変
化
に
伴
い
絶
縁
油
中
に

空
気
が
侵
入
し
，
絶
縁
破
壊
を

起
こ
す
。
 

5 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ド
ラ
ム
は
，
矢
印
で
指
示
さ
れ
た
方
向
へ
転
が
す
。
 

矢
印
の
反
対
方
向
に
ド
ラ
ム
を
転
が
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
巻
き
ゆ
る
み
が
発

生
し
た
。
 

延
線
時
に
ケ
ー
ブ
ル
が
か
ら
み
 

ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
等
に
 

損
傷
が
発
生
す
る
。
 

6 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

予
備
ケ
ー
ブ
ル
を
長
期
保
管
す
る
場
合
は
，
基
本
は
屋
内

保
管
と
し
，
キ
ャ
ッ
プ
・
防
水
テ
ー
プ
巻
き
に
よ
る
防
水

処
理
す
る
。
一
方
，
屋
外
保
管
の
場
合
は
ド
ラ
ム
に
も
 

防
水
カ
バ
ー
を
掛
け
る
。
 

予
備
ケ
ー
ブ
ル
を
屋
外
に
防
水
カ
バ
ー
無
し
で

長
期
保
管
す
る
。
 

ド
ラ
ム
が
腐
食
し
て
強
度
不
足

と
な
り
，
ケ
ー
ブ
ル
使
用
時
に
 

ケ
ー
ブ
ル
を
引
き
出
す
こ
と
が
 

出
来
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
引
出
時
に
ド
ラ
ム
が

損
壊
す
る
。
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V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事

例
 

分
類
：

4（
工
事
）
 

 
 

N
o.

 
製
 
 
品

 
正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

C
V
）
 

ケ
ー
ブ
ル
を
管
路
引
入
れ
後
，
プ
ー
リ
ン
グ
ア
イ
を
 

切
断
し
た
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
接
続
作
業
を
行
な
う
ま

で
の
養
生
と
し
て
ケ
ー
ブ
ル
端
末
部
に
防
水
キ
ャ
ッ
プ

を
取
付
け
る
。
 

防
水
キ
ャ
ッ
プ
を
取
付
け
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
中
に
水
が
侵
入
 

し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
特
性
の
劣
化
・
絶
縁

破
壊
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

道
路
掘
削
を
行
な
う
時
は
，
掘
削
部
に
地
中
線
が
な
い

こ
と
を
確
認
す
る
。
 

地
盤
改
良
の
た
め
の
発
注
工
事
で
路
面
よ
り
 

ド
リ
ル
で
穴
を
あ
け
た
と
こ
ろ
，
下
に
あ
っ
た

ケ
ー
ブ
ル
が
受
傷
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
受
傷
し
た
。
 

絶
縁
破
壊
事
故
が
発
生
 

漏
油
発
生
（

O
F
の
場
合
）
 

3 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
は
，
鉄
な
ど
の
金
属
管
路
に
 

布
設
し
な
い
。
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
を
鉄
筋
入
り
ヒ
ュ
ー
ム
管
な
ど

の
金
属
管
路
に
入
れ
た
。
 

金
属
管
路
が
誘
導
現
象
で
発
熱
 

し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
軟
化
に
よ
る
絶
縁

破
壊
 

4 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
は
，
ケ
ー
ブ
ル
が
短
い
場
合
は
片
端
 

接
地
，
長
い
場
合
は
ク
ロ
ス
ボ
ン
ド
接
地
を
行
う
。
 

単
心
ケ
ー
ブ
ル
の
両
端
で
遮
へ
い
層
を
接
地
 

し
た
。
 

・
片
端
接
地
で
の
許
容
電
流
に
て
 

通
電
し
た
場
合
，
遮
へ
い
 

銅
テ
ー
プ
が
循
環
電
流
で
発
熱

し
，
絶
縁
体
の
許
容
温
度
を
 

超
え
て
し
ま
う
。
 

・
計
画
時
の
線
路
に
必
要
と
 

さ
れ
る
所
要
電
流
（
＝
許
容
電
流

の
場
合
）
を
満
足
で
き
な
い
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
軟
化
に
よ
る
絶
縁

破
壊
 

5 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

C
V
）
 

導
体
端
部
の
防
水
施
工
を
し
っ
か
り
行
う
。
 

屋
外
で
架
空
線
と
接
続
さ
れ
，
引
込
線
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
，
端
末
の
防
水
施
工
が

不
十
分
で
あ
っ
た
。
 

導
体
内
に
水
が
侵
入
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
特
性
の
劣
化
・
絶
縁

破
壊
 

6 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
引
入
れ
前
に
は
，
ケ
ー
ブ
ル
を
シ
ー
ト
で
 

覆
い
，
シ
ー
ス
の
温
度
上
昇
を
防
い
で
お
く
。
 

直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
シ
ー
ス
温
度
が
高
く

な
っ
た
状
態
で
ケ
ー
ブ
ル
の
引
入
れ
を
 

行
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
が
損
傷
し
た
。
 

シ
ー
ス
絶
縁
抵
抗
の
低
下
 

6 



 
  

 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

7 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

単
心
）
 

相
分
離
布
設
の
長
尺
ラ
ダ
ー
の
相
間
は
，
絶
縁
す
る
。
 

相
分
離
の
長
尺
ラ
ダ
ー
の
相
間
で
，
循
環
電
流

が
流
れ
る
。（

立
金
物
ラ
ダ
ー
）

 

ラ
ダ
ー
が
発
熱
し
た
。
 

ラ
ダ
ー
間
循
環
電
流
に
よ
る
 

ラ
ダ
ー
の
発
熱
 

8 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
と
ラ
ダ
ー
の
接
触
箇
所
は
，
ケ
ー
ブ
ル
に
傷

が
付
か
な
い
よ
う
に
ラ
ダ
ー
部
を
養
生
す
る
か
，
充
分

丸
く
す
る
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
曲
り
部
な
ど
で
ラ
ダ
ー
と
接
触

し
，
シ
ー
ス
に
穴
が
あ
き
，
ア
ル
ミ
シ
ー
ス
が
 

腐
食
し
た
。
 

シ
ー
ス
に
穴
が
あ
き
，
 

O
F
ケ
ー
ブ
ル
の
油
が
漏
れ
た
。
 

シ
ー
ス
の
穴
あ
き
・
損
傷
 

9 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

EB
－

G
（
ガ
ス
中
終
端
接
続
部
）
下
部
の
ケ
ー
ブ
ル
貫

通
孔
の
大
き
さ
は
施
工
で
き
る
よ
う
な
寸
法
を
と
る
。
 

EB
－

G
（
ガ
ス
中
終
端
接
続
部
）
の
下
部
の
鉛

工
部
が
貫
通
部
に
位
置
し
た
。
 

施
工
が
で
き
な
い
。
 

ケ
ー
ブ
ル
端
末
処
理
が
 

で
き
ず
，
鉛
工
不
能
 

10
 

ケ
ー
ブ
ル
接
地
線
 

接
地
線
と
金
物
等
が
接
す
る
所
は
，
適
切
な
防
護
な
ど

を
施
し
，
直
接
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

接
地
線
と
立
金
物
が
接
触
し
，
接
地
線

に
凹
み

や
傷
な
ど
が
発
生
し
て
，
絶
縁
耐
力
が

低
下
 

す
る
。
 

接
地
線
と
金
物
が
接
触
し
，
循
環

電
流
が
流
れ
，

FD
（
事
故
故
障
区

間
検
出
装
置
）
が
誤
動
作
を
起
こ

し
た
。
 

循
環
電
流
が
流
れ
て
，

FD
（
事

故
故
障
区
間
検
出
装
置
）
が
 

誤
動
作
を
起
こ
す
。
 

11
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
近
傍
の
設
備

，
治
具
は
，
固
定
又
は
防
護
を

施
す
。
 

ケ
ー
ブ
ル
上
部
に
あ
っ
た
設
備
，
治
具
等
を
 

固
定
又
は
防
護
し
て
い
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
上
部
に
あ
っ
た
治
具
が

落
下
し
て
ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
に
 

損
傷
を
与
え
た
。
 

シ
ー
ス
損
傷
に
よ
る
絶
縁
破
壊

を
ま
ね
く
。
 

12
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ケ
ー
ブ
ル
引
入
れ
時
に

M
H
首
部
等
の
曲
が
り
部
に

は
，
防
護
管
を
設
け
る

。
 

防
護
管
を
設
け
ず
壁
に
ケ
ー
ブ
ル
が
接
触
し
，

シ
ー
ス
に
損
傷
発
生
，
そ
の
ま
ま
気
づ
か
ず
に

引
入
れ
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
へ
の
浸
水
に
よ
り
，

絶
縁
耐
力
が
低
下
し
，
絶
縁
破
壊

を
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
へ
の
浸
水
に
 

よ
り
，
絶
縁
耐
力
が
低
下
し
，
 

絶
縁
破
壊
に
到
る
。
 

13
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

引
入
れ
前
に
対
象
ド
ラ
ム
の
ケ
ー
ブ
ル
巻
き
長
と
 

引
入
れ
区
間
を
よ
く
確
認
す
る
。
 

対
象
ド
ラ
ム
の
ケ
ー
ブ
ル
巻
き
長
と
引

入
れ
 

区
間
を
間
違
え
て
引
入
れ
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
欠
尺
し
，
接
続
作
業

が
で
き
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
欠
尺
し
，
接
続
 

作
業
が
で
き
な
か
っ
た
。
 

14
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

既
設
管
路
で
は
，
延
線
前
に
十
分
な
点
検
を
行
う
。
 

既
設
管
路
の
点
検
を
実
施
せ
ず
に
延
線

を
行
っ

た
と
こ
ろ
，
内
部
に
大
量
の
砂
や
石
が

あ
る
 

こ
と
が
判
明
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
に
外
傷
が
発
生
し
た
。
 

外
傷
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

15
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

既
設
ケ
ー
ブ
ル
は
，
十
分
な
防
護
を
行
う
。
 

洞
道
等
の
改
修
工
事
に
お
い
て
既
設
ケ

ー
ブ
ル

に
防
護
を
行
わ
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
に
外
傷
が
発
生
し
た
。
 

外
傷
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

16
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

延
線
す
る
場
合
，
ド
ラ
ム
と
送
出
装
置
を
適
切
な
距
離

に
配
置
す
る
。
 

ド
ラ
ム
か
ら
送
出
装
置
へ
の
入
射
角
が

 

大
き
す
ぎ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
座
屈
し
た
。
 

外
傷
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

ア
ル
ミ
被
が
つ
ぶ
れ
た
。
 

7 



 
   

 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

17
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

延
線
時
に
ケ
ー
ブ
ル
が
脱
落
し
な
い
よ
う
に
適
切
な
 

支
持
を
行
う
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
ド
ラ
ム
か
ら
離
れ
た
後
，
 

ケ
ー
ブ
ル
が
脱
落
し
な
い
よ
う
に
適
切
な
 

支
持
を
行
わ
な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が

M
H
に
落
下
し
た
。
 

外
傷
に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

作
業
員
の
ケ
ガ
 

8 
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V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事
例

 

分
類
：

5（
使
用
）
 

 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

塩
素
，
臭
素
ガ
ス
中
で
は
，
耐
薬
品
性
に
優
れ
た
 

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
シ
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る
。
 

塩
素
，
臭
素
ガ
ス
な
ど
の
ガ
ス
中
で
ビ
ニ
ル
 

シ
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
腐
食
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
中
の
金
属
材
料
 

（
導
体
，
遮
へ
い
層
）
の
腐
食
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
定
期
的
な
巡
視
点
検
及
び
油
量
・
油
圧
点
検
を
し
，
 

記
録
を
と
る
。（

1
回
／
週
）
 

点
検
を
実
施
し
な
い
か
又
は
不
定
期
な
実
施
を
行

な
っ
て
い
た
た
め
，
異
常
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
 

点
検
不
十
分
で
漏
油
の
発
見
が
 

遅
れ
て
警
報
発
信
ま
で
気
が
付
か

な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

3 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
ケ
ー
ブ
ル
線
路
各
部
の
外
観
据
付
状
況
の
点
検
を
 

行
う
。（

1
回
／
月
）
 

点
検
を
実
施
し
な
い
か
又
は
不
定
期
な
実
施
を
行

な
っ
て
い
た
た
め
，
異
常
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
 

点
検
不
十
分
で
漏
油
の
発
見
が
 

遅
れ
て
警
報
発
信
ま
で
気
が
付
か

な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

4 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
警
報
発
信
装
置
を
含
め
た
各
部
の
機
能
の
動
作
点
検
を

行
う
。（

1
回
／
年
）
 

点
検
を
実
施
し
な
い
か
又
は
不
定
期
な
実
施
を
行

な
っ
て
い
た
た
め
，
異
常
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
 

点
検
不
十
分
で
漏
油
の
発
見
が
 

遅
れ
て
警
報
発
信
ま
で
気
が
付
か

な
か
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

5 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
各
部
の
機
能
動
作
点
検
に
加
え
ケ
ー
ブ
ル
内
の
絶
縁
油

を
採
取
し
，
分
析
試
験
を
行
う
。（

1
回
／

3
年
）
 

点
検
を
実
施
し
な
い
か
又
は
不
定
期
な
実
施
を
行

な
っ
て
い
た
た
め
，
異
常
に
気
づ
け
な
か
っ
た
。
 

絶
縁
油
調
査
が
不
十
分
で
絶
縁
 

性
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
 

気
づ
か
ず
。
サ
ー
ジ
侵
入
に
よ
る

放
電
，
コ
ア
ず
れ
，
コ
ア
移
動
に

よ
る
放
電
，
過
負
荷
の
影
響
が
 

で
た
。
 

油
侵
紙
，
絶
縁
油
劣
化
が
進
行

し
，
絶
縁
破
壊
 

6 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
給
油
系
統
の
バ
ル
ブ
操
作
の
確
認
は
，
 

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
行
う
。
 

給
油
系
統
を
よ
く
確
認
せ
ず
，
バ
ル
ブ
操
作
を
 

単
独
で
作
業
し
た
。
 

開
に
す
べ
き
バ
ル
ブ
を
閉
の
ま
ま

に
し
た
た
め
気
温
や
負
荷
の
低
下

に
よ
っ
て
負
圧
と
な
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
に
よ
る
絶
縁

破
壊
 

7 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
ケ
ー
ブ
ル
又
は
給
油
管
に
外
傷
を
与
え
た
（
受
け
た
）

場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル
防
食
層
又
は
給
油
管
を
大
至
急
 

補
修
す
る
。（

絶
縁
テ
ー
プ
，
防
水

テ
ー
プ
巻
）
 

補
修
せ
ず
に
外
傷
部
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
。
 

外
傷
は
，
防
食
層
の
そ
の
直
下
層
の
金
属
 

シ
ー
ス
ま
で
至
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
 

金
属
シ
ー
ス
（
特
に
ア
ル
ミ
 

シ
ー
ス
）
が
地
中
で
腐
食
し
，
 

漏
油
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
に
よ
る
絶
縁

破
壊
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N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

8 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
漏
油
警
報
発
信
（
受
信

）
の
際
の
バ
ル
ブ
パ
ネ
ル

（
V

P）
の
バ
ル
ブ
操
作
 

 
 

 

(
1)
 

V
P
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
側
で
漏
油
の
場
合
 

V
P
の
バ
ル
ブ
操
作
（
閉
バ
ル
ブ
を
開
）
を
し
て
 

他
相
又
は
他
回
線
よ
り
補
給
す
る
。
 

バ
ル
ブ
操
作
に
よ
り
絶
縁
油
補
給
を
し
な
い
か

又
は
絶
縁
油
補
給
が
遅
れ
る
。
 

漏
油
当
該
相
の
絶
縁
油
が
流
出

し
，
ケ
ー
ブ
ル
油
圧
が
負
圧
と
 

な
っ
た
。
ま
た
，
油
槽
本
体
に
 

ガ
ス
が
侵
入
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

(
2)
 

V
P
よ
り
油
槽
側
で
漏
油
の
場
合
 

 
 

V
P
の
バ
ル
ブ
操
作
（
閉
バ
ル
ブ
を
開
）
を
し
て
 

他
相
又
は
他
回
線
よ

り
補
給
す
る
。
ま
た
，
油
槽
 

本
体
の
バ
ル
ブ
を
閉

と
す
る
。
 

バ
ル
ブ
操
作
に
よ
り
絶
縁
油
補
給
を
し
な
い
か

又
は
絶
縁
油
補
給
が
遅
れ
る
。
 

漏
油
当
該
相
の
絶
縁
油
が
流
出

し
，
ケ
ー
ブ
ル
油
圧
油
槽
本
体
 

に
ガ
ス
が
侵
入
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

(
3)
 
圧
力
油
槽
の
ガ
ス
漏
れ
の
場
合
 

 
 

V
P
の
バ
ル
ブ
操
作
（
閉
バ
ル
ブ
を
開
）
を
し
て

他
相
又
は
他
回
線
よ
り
補
給
す
る
。
ま
た
，
油
槽

本
体
の
バ
ル
ブ
を
閉
と
す
る
。
 

バ
ル
ブ
操
作
に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
か
ら
の
流
入
を

止
め
な
い
。
 

ケ
ー
ブ
ル
か
ら
の
絶
縁
油
流
入
に

よ
り
油
槽
の
セ
ル
が
膨
張
し
た
。
 

油
槽
内
の
セ
ル
が
膨
張
し
て
 

油
槽
セ
ル
破
壊
 

9 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
（

O
F）

 
漏
油
関
係
 

 
 

 

(
1)
 
コ
ネ
ク
タ
部
で
の
漏
油
 

 
 
増
締
め
を
行
い
，
な
お
漏
油
が
止
ま
ら
な
い
場
合

は
，
テ
ー
プ
巻
で
仮
補
修
を
す
る
。
 

漏
油
部
に
対
し
て
仮
補
修
を
し
な
か
っ

た
。
 

警
報
が
出
な
か
っ
た
た
め
漏
油
が

増
加
し
て
大
漏
油
と
な
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
 

(
2)
 
鉛
工
部
で
の
漏
油
 

 
 
漏
油
調
査
を
行
い
，
マ
ー
キ
ン
グ
，
耐
油
性
 

テ
ー
プ
巻
等
で
補
修
す
る
。
 

漏
油
部
に
対
し
て
仮
補
修
を
し
な
か
っ

た
。
 

警
報
が
出
な
か
っ
た
た
め
漏
油
が

増
加
し
て
大
漏
油
と
な
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
内
負
圧
，
ガ
ス
侵
入

に
よ
る
絶
縁
破
壊
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N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

10
 

ケ
ー
ブ
ル
接
続
部
 

終
端
接
続
部
関
係
 

 
 

 

(
1)
 
リ
ー
ド
線
，
引
出
し
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
状
況
調
査
を

行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
点
検
対
象
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
 

リ
ー
ド
線
の
弛
み
，
素
線
切
れ
，
締
付

ボ
ル
ト
の
緩
み
・
腐
食
が
発
生
し
た
。
 

過
電
圧
侵
入
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ス
お
よ
び
終
端
部
絶
縁
筒

の
絶
縁
破
壊
 

過
電
圧
発
生
時
に
お
け
る
 

作
業
者
感
電
 

(
2)
 
碍
管
の
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
碍
管
の
外
観
点
検
は
未
調
査
 

で
あ
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
・
汚
損
，
碍
管
内
に

異
常
音
が
発
生
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
・
汚
損
 

終
端
部
の
絶
縁
破
壊
（
部
分
 

放
電
な
ど
）
 

(
3)
 
碍
管
内
の
絶
縁
混
和
物
の
漏
れ
有
無
点
検
を
 

行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
碍
管
の
外
観
点
検
は
未
調
査
 

で
あ
っ
た
。
 

フ
ラ
ン
ジ
部
又
は
コ
ネ
ク
タ
部
か
ら
の

防
水
混
和
物
の
漏
れ
が
発
生
し
た
。
 

外
部
か
ら
の
水
の
侵
入
→
絶
縁

破
壊
（
ト
リ
ー
イ
ン
グ
）
 

(
4)
 
防
食
箇
所
の
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
防
食
箇
所
の
外
観
点
検
は
 

未
調
査
で
あ
っ
た
。
 

手
巻
き
防
食
テ
ー
プ
が
ず
れ
た
。
 

外
部
か
ら
の
水
の
侵
入
 

過
電
圧
発
生
時
に
お
け
る
 

作
業
者
感
電
 

(
5)
 
接
地
線
の
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
接
地
線
の
外
観
点
検
は
未
調
査
 

で
あ
っ
た
。
 

接
地
線
接
続
部
の
緩
み
・
放
電
痕
・
 

過
熱
が
発
生
し
た
。
 

外
部
か
ら
の
水
の
侵
入
 

過
電
圧
侵
入
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル

シ
ー
ス
お
よ
び
終
端
部
絶
縁
筒

の
絶
縁
破
壊
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N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し

い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

11
 

ケ
ー
ブ
ル
接
続
部
 

中
間
接
続
部
関
係
 

 
 

 

(
1)
 
接
続
箱
の
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
接
続
箱
の
外
観
点
検
は
 

未
調
査
で
あ
っ
た
。
 

コ
ア
移
動
な
ど
に
よ
る
損
傷
・
 

異
常
音
・
防
水
混
和
の
漏
れ
が
 

発
生
し
た
。
 

マ
ン
ホ
ー
ル
水
没
時
に
接
続
箱
へ

の
水
の
侵
入
 

(
2)
 
防
食
部
の
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
防
食
部
の
外
観
点
検
は
 

未
調
査
で
あ
っ
た
。
 

手
巻
き
防
食
テ
ー
プ
ず
れ
が
 

発
生
し
た
。
 

外
部
か
ら
の
水
の
侵
入
 

過
電
圧
発
生
時
に
お
け
る
作
業
者

感
電
 

(
3)
 
接
地
線
，
ク
ロ
ス
ボ
ン
ド
線
の
外
観
点
検
を
 

行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
接
地
線
，
ク
ロ
ス
ボ
ン
ド
線

の
外
観
点
検
は
未
調
査
で
あ
っ
た
。
 

接
地
線
接
続
部
の
緩
み
・
放
電
痕
・

過
熱
が
発
生
し
た
。
 

過
電
圧
発
生
時
に
お
け
る
作
業
者

感
電
 

過
電
圧
侵
入
に
よ
る
ケ
ー
ブ
ル
 

シ
ー
ス
お
よ
び
絶
縁
接
続
部
 

絶
縁
筒
の
絶
縁
破
壊
 

12
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

定
期
的
な
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
電
力
ケ
ー
ブ
ル
の
外
観
点

検

は
未
調
査
で
あ
っ
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
（
防
食
層
の
 

外
傷
）
が
発
生
し
た
。
 

ア
ル
ミ
被

O
F
ケ
ー
ブ
ル
で
は
，

腐
食
に
よ
る
漏
油
 

水
の
侵
入
に
よ
る
絶
縁
不
良
 

13
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

定
期
的
な
オ
フ
セ
ッ
ト
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
オ
フ
セ
ッ
ト
点
検
は
未
調

査
 

で
あ
っ
た
。
 

コ
ア
移
動
な
ど
に
よ
る
極
度
曲
げ
 

な
ど
が
発
生
し
た
。
 

滑
落
，
コ
ア
移
動
な
ど
に
よ
る
 

極
度
曲
げ
な
ど
の
発
生
 

14
 

立
金
物
，
支
持
ポ
ー
ル
 

定
期
的
な
外
観
点
検
を
行
う
。
 

定
期
点
検
時
に
外
観
点
検
は
未
調
査
で
 

あ
っ
た
。
 

立
金
物
，
支
持
ポ
ー
ル
に
 

曲
が
り
，
は
ず
れ
，
さ
び
な
ど
が
 

発
生
し
た
。
 

立
金
物
，
支
持
ポ
ー
ル
に
 

曲
が
り
，
は
ず
れ
，
さ
び
な
ど
が

発
生
 

15
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
（
単
心
）
 

鉄
損
に
よ
る
発
熱
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は
，
ケ
ー
ブ
ル

支
持
金
物
に
非
磁
性
体
の
も
の
を
使
用
す
る
。
 

非
磁
性
体
の
金
物
を
使
用
す
べ
き
と
こ
ろ

に
 

鉄
製
の
金
物
を
使
用
し
た
。
 

鉄
損
に
よ
り
金
物
が
発
熱
し
，
 

ケ
ー
ブ
ル
表
面
温
度
が
高
く
な
る
。
 

ケ
ー
ブ
ル
へ
の
熱
的
影
響
に
よ
り

絶
縁
性
能
が
低
下
し
，
絶
縁
破
壊

を
起
こ
す
。
 

火
災
発
生
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N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

16
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
（
単
心
）
 

ク
ロ
ス
ボ
ン
ド
の
相
配
線
を
正
し
く
と
る
。
 

ク
ロ
ス
ボ
ン
ド
の
配
線
違
い
が
あ
っ
た
。
 

シ
ー
ス
電
流
が
過
大
と
な
り
，
 

ケ
ー
ブ
ル
が
発
熱
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
へ
の
熱
的
影
響
に
 

よ
り
絶
縁
性
能
が
低
下
し
，
 

絶
縁
破
壊
を
起
こ
す
。
 

火
災
発
生
 

17
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

接
地
線
は
，
正
し
く
取
付
け
る
。
 

締
付
部
に
塗
装
が
付
着
及
び
締
付
け
不
足
に
 

よ
り
，
接
地
不
良
及
び
接
地
線
の
接
続
不
良
 

と
な
っ
た
。
 

締
付
部
が
絶
縁
状
態
又
は
接
地
 

抵
抗
が
大
と
な
っ
た
。
 

放
電
，
過
熱
に
よ
る
火
災
の
 

発
生
 

18
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

設
計
時
の
負
荷
パ
タ
ー
ン
を
守
っ
て
通
電
す
る
。
 

負
荷
変
動
を
見
込
ん
で
算
出
し
た
ピ
ー
ク
値
で

表
す
過
負
荷
許
容
電
流
値
を
そ
の
ま
ま
連
続
で

長
時
間
通
電
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
が
過
熱
し
た
。
 

ケ
ー
ブ
ル
の
軟
化
変
形
に
よ
る

絶
縁
破
壊
 

19
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

地
震
等
の
災
害
発
生
時
に
は
，
電
線
路
全
体
を
臨
時
 

点
検
す
る
。
 

臨
時
点
検
を
実
施
し
な
か
っ
た
た
め
，
 

ケ
ー
ブ
ル
が
布
設
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ピ
ッ
ト
の
継
ぎ
目
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
を
 

見
逃
し
た
。
 

ピ
ッ
ト
の
継
ぎ
目
の
角
が
 

ケ
ー
ブ
ル
に
直
接
当
り
，
振
動
 

に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
が
 

外
傷
し
た
。
 

（
高
架
部
で
車
両
通
行
に
よ
り
 

振
動
が
発
生
）
 

ケ
ー
ブ
ル
シ
ー
ス
の
外
傷
部
 

よ
り
浸
水
し
絶
縁
破
壊
 

20
 

電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

接
地
線
は
極
力
短
く
す
る
。
短
く
で
き
な
い
場
合
は
，

銅
板
な
ど
を
使
用
し
て
，
イ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
を
低
減
 

す
る
。
 

あ
る
い
は
，
ア
レ
ス
タ
ー
（
防
食
層
保
護
装
置
）
の
 

取
り
付
け
を
行
う
。
 

サ
ー
ジ
の
影
響
を
加
味
せ
ず
に
長
い
接
地
線
で

接
地
を
と
る
。
 

屋
内
に
設
置
し
た
終
端
部
で
接
地

を
と
っ
た
が
，
接
地
母
線
ま
で
の

距
離
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

開
閉
サ
ー
ジ
電
流
に
よ
り
 

終
端
部
に
過
電
圧
が
発
生
し
。

下
部
金
具
と
金
物
間
等
で
 

放
電
す
る
。
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66
 k

V
以

上
の
電

力
ケ

ー
ブ

ル
ト

ラ
ブ

ル
事
例

 

分
類
：

6（
撤
去
・
再
使
用
）
 

N
o.

 
製
 
 
品
 

正
し
い
方
法
 

悪
い
事
例
 

ト
ラ
ブ
ル
事
例
 

予
測
さ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
 

1 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

撤
去
時
に
ケ
ー
ブ
ル
許
容
張
力
以
下
の
力
で
ケ
ー
ブ
ル

を
引
抜
く
。（

通
常
，
銅
導
体
で

は
7 

kg
/m

m
2
を
目
安

に
し
て
い
る
。）

 

許
容
張
力
を
オ
ー
バ
ー
す
る
力
で
引
張
り
 

ケ
ー
ブ
ル
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
 

－
 

撤
去
時
に
ケ
ー
ブ
ル
許
容
張
力

以
上
の
力
が
加
わ
り
，
ケ
ー
ブ

ル
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
 

2 
電
力
ケ
ー
ブ
ル
 

ワ
イ
ヤ
ー
の
許
容
張
力
を
正
し
く
把
握
し
，
適
正
な
 

張
力
以
下
で
作
業
を
行
う
。
 

ワ
イ
ヤ
ー
許
容
張
力
以
上
の
張
力
を
掛
け

る
。
 

張
力
計
の
読
み
間
違
え
（
単
位
の

勘
違
い
）
に
よ
り
許
容
張
力
以
上

の
張
力
で
作
業
し
，
ワ
イ
ヤ
ー
が

破
断
し
た
。
 

作
業
中
の
ワ
イ
ヤ
ー
破
断
に
 

よ
る
人
身
事
故
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